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グループでのコンサマトリ・コミュニケーションを
実現するメーリングリストシステム

坂 田 一 拓† 倉 島 顕 尚†

コミュニケーションには，そこで交換される情報を目的とする道具的コミュニケーションと，雑談
のように行為そのものを目的とするコンサマトリ・コミュニケーションがある．現状の電子メールに
は，グループでのコンサマトリ・コミュニケーションを行う際に，そこに参加する意思のない者にまで
不要なメールを配信してしまう，という問題がある．この問題を解決するために，本論文では，メー
リングリストサーバにおけるメールの配送方式として，グループの各メンバの意思に応じてメールの
配送先を動的に変更するセッション召集方式を提案した．さらに，本方式に基づくメーリングリスト
サーバを実装し，試用実験を行い，本方式による不要メール配信回避の効果を確認した．

A Mailing List System Enabling Consummatory Communication

Kazuhiro Sakata† and Akihisa Kurashima†

There are two types of group communication, “instrumental communication”, the purpose
of which is information exchanging, and “consummatory communication”, the purpose of
which is the actions of the communicators, e.g., in a group discussion, outside of actual in-
formation sharing. Traditional mailing list servers are not well suited for the latter, since
they deliver e-mails even to members who are not interested in the content of the e-mails.
As a means of solving this problem, we propose a mail-delivery method called “session-call
method” which dynamically changes delivery group members in accordance with recipients’
requests. We have developed a prototype system using the method, conducted experiments
using it, and confirmed its effectiveness in preventing the distribution of unwanted e-mails.

1. は じ め に

近年，携帯電話でのデータ通信の利用が増加してお

り，音声に代わる新たなコミュニケーション手段とし

て定着しつつある1),2)．これらのサービスには，通信

範囲が同一通信キャリアの携帯電話端末間のみである

ショートメッセージサービスと，インターネットに接

続された任意の端末との通信が可能な電子メールサー

ビスがある．後者は，同種のサービスに対応した他の

キャリアの携帯電話やパソコンなどの計算機とも通信

が可能であるため，今後携帯電話の通信サービスの

主流となっていくと考えられる．本論文では，携帯電

話端末の電子メール機能に注目し，電子メールでのコ

ミュニケーションについて考える．

人が行うコミュニケーションは，目的により道具的

コミュニケーションとコンサマトリ・コミュニケーショ

ンの 2つに分類される3)∼5)．前者はたとえば会議や
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連絡のようにコミュニケーションで交わされる情報を

目的とし，後者はたとえば雑談や家族団欒のようにコ

ミュニケーションの行為そのものを目的とする．コン

サマトリ・コミュニケーションは人々の集団において，

集団の求心力やまとまりを作り出すという役割を持つ．

また，コンサマトリ・コミュニケーションでは，雑談

のように，その場に参加する意思のあるものだけによ

り実行され，グループの構成メンバが流動的な場合が

ある．

メーリングリストシステムは，グループのメンバに

メールを配送することにより，グループでのコミュニ

ケーションや情報共有を実現するため，特に道具的コ

ミュニケーションに適している．従来，メーリングリ

ストに関し，システムのスケーラビリティの向上や，

メーリングリストで交換されたメールからの情報抽出

などの多くの研究がなされている6)∼9)．しかし，現

状のメーリングリストシステムは，メールの配送先が

固定的であるため，希望者だけが参加するコンサマト

リ・コミュニケーションのような，流動的なグループメ

ンバにより行われるコミュニケーションを実現するこ
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とが困難であった．そのため，電子的通信手段として

電子メールの機能しか持たない携帯電話端末では，こ

の種のコミュニケーションを実行できなかった．電子

メールを用いて，利用者の参加意思を反映したコミュ

ニケーションを実行することが可能となれば，携帯電

話を用いたコミュニケーションの幅の広がりが期待で

きる．

筆者らは，このような参加を希望する者だけで行わ

れるコンサマトリ・コミュニケーションの実現のため

に，個々の利用者の参加意思に応じてメール配送を行

うメーリングリスト管理方式であるセッション召集方

式を考案し，それに基づくメーリングリストサーバを

開発した．以下，2章で電子メール機能を有する携帯

電話によるコミュニケーションの課題について述べる．

3章では，この問題の解決のために考案したセッショ

ン召集方式について述べる．そして 4章でセッション

召集方式に基づくメーリングリストシステムの開発と，

それを用いた利用実験の結果について述べ，5章でま

とめる．

2. 課 題

2.1 電子メールと携帯電話メール

電子メールは，現在，最も普及している電子的通信

手段である．電子メールでは，送信者がインターネッ

ト上で一意なメールアドレスにより受信者を特定し，

情報を送信することが可能である10),11)．

従来，電子メールは主にインターネットに接続され

た計算機端末上で用いられていたが，近年の携帯電話

端末の高性能化により，携帯電話を用いた電子メール

利用が実現され，新たな電子メールの利用形態として

普及している．

携帯電話メールは従来の計算機端末による電子メー

ルに比べて以下の長所がある．

• 端末が小さく携帯が容易であるため，利用者が時
や場所に制限されずに利用可能．

• 端末の操作が簡易であるため，従来，電子メール
にかかわることのなかった初心者でも利用可能．

このように，従来の電子メールと比較して，使用す

る時，場所，人に対する制限が少ない電子的通信手段

であるといえる．本論文では，この携帯電話メールに

注目する．

2.2 コミュニケーション形態の目的による分類

コミュニケーションとは「人々が何らかの手段によ

り互いに何らかの情報を伝える，または交換すること」

と定義できる．コミュニケーションの形態は，その目

的により大きく 2つに分類される4)．

図 1 電子メールによるコミュニケーションの実現
Fig. 1 Enabling communication through e-mail.

道具的コミュニケーション： 情報の獲得または提供

を目的とするコミュニケーション．

（例）連絡，会議，講義，質疑応答など．

コンサマトリ・コミュニケーション： 情報を亨受

する過程，コミュニケーション手段の利用体験

など，コミュニケーションの行為そのものを目的

とするコミュニケーション．自己消費的コミュニ

ケーションとも呼ばれる．このコミュニケーショ

ンは，明確な目標を目指して行われるものではな

いが，集団の求心力やまとまりを作り出す効果を

持つ5)．

（例）雑談，井戸端会議，暇つぶしの電話，家族

団欒など．

2.3 電子メールによるコミュニケーション

電子メールと 2.2 節で分類したコミュニケーション

の対応について考える（図 1）．

2.3.1 道具的コミュニケーション

電子メールは送信者側の意思により，受信者に情報

を伝えることが可能な通信手段であるため，伝達され

る情報に目的を置く道具的コミュニケーションに適す

る．また，グループでの道具的コミュニケーションは

メーリングリストシステムを用いることにより，簡易

に行うことが可能である．メーリングリストシステム

は，複数メンバから成るグループに対応するメールア

ドレスを提供し，そのメールアドレス宛に送信された

メールを，グループメンバの各々のメールアドレスに

転送する機能を有する．代表的なメーリングリストシ

ステムとして，Majordomo12)や fml 13)などがある．

2.3.2 コンサマトリ・コミュニケーション

1対 1のコンサマトリ・コミュニケーションは，図 2

に示すように，一方が他方にメールで呼び掛け，他方

がそれに応答し，互いの参加意思を確認しながら行わ

れる．他方がコミュニケーションを行う意思を持たず，

その旨をメールで伝えるか，反応を行わなければ，そ

もそもコミュニケーションが行われない．

これに対して，グループでのコンサマトリ・コミュニ

ケーションを道具的コミュニケーションと同様にメー

リングリストで実行すると，問題となる場合がある．
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図 2 1対 1でのコンサマトリ・コミュニケーション
Fig. 2 One-to-one consummatory communication.

図 3 電子メールによるコミュニケーションの問題例
Fig. 3 Sample e-mail communication problem.

通常，雑談や井戸端会議のようなコンサマトリ・コミュ

ニケーションは，参加を希望する者だけで行われる．

ここでの参加には，自らは発言せずに，他者の発言を

聞くことを主とする傍観者的な参加も含まれる．メー

リングリストは，登録されたグループのメンバ全員に

メールを転送するため，受信側の意思にかかわらず送

信者の意思によってのみ，メールが送信される．コン

サマトリ・コミュニケーションでは，道具的コミュニ

ケーションと異なり，交わされる情報自体の重要度が

低いため，コミュニケーションに参加しない者がメー

リングリストで交換されるメールの受信を望まない場

合があり，そのような場合，これらのメールは迷惑と

なってしまう．

たとえば，図 3 のように，4名のメンバ（A-D）で

構成されるメーリングリストにおいて，メンバ A，B，

Dの 3者により雑談が行われている場合について考え

る．この場合，たとえメンバ Cがコミュニケーション

に参加する意思を持たず，メールの受信を望まないと

しても，他の 3者（A，B，D）間で交わされるメー

ルはすべて届いてしまう．

このように，グループでのコンサマトリ・コミュニ

ケーションを，参加希望者のみにより行いたい場合，

電子メールによる実現が困難である．

図 4 IRC

Fig. 4 IRC.

2.4 携帯電話メールによるコミュニケーションの

課題

前節で述べたように，電子メールを用いて，参加希

望者のみでのコンサマトリ・コミュニケーションを実

現する場合，不参加者への不要メール配信の問題があ

る．従来，計算機端末ではこの種のコミュニケーショ

ンを，“Internet Relay Chat（IRC）”14)（図 4）など

の他のコミュニケーションシステムにより実現してい

た．IRCでは，ネットワーク上の IRCサーバが話題

に応じたチャネルを用意する．利用者は IRCクライ

アントにより自分の希望するチャネルに参加すること

により，同じチャネルに参加中の他者とコミュニケー

ションを行うことが可能である．IRCでは，このよう

に，個々の利用者が自己の参加意思を表明する手段を

提供し，その意思に応じてグループを構成することに

より，希望者のみが参加する形式のコンサマトリ・コ

ミュニケーションを実現する．

しかし，電子メール機能しか持たない携帯電話端末

では，このような他のシステムを利用することはでき

ない．電子メール機能のみを用いて，希望者のみが参

加する形式のグループでのコンサマトリ・コミュニケー

ションを実現できれば，携帯電話端末によるコミュニ

ケーションの幅が広がることが期待できる．そこで，

本論文では，このようなコンサマトリ・コミュニケー

ションを実現するメーリングリストシステムについて

検討する．

3. 課題解決の方針と設計

電子メールにより参加希望者のみのグループでのコ

ンサマトリ・コミュニケーションを実現する方式につ

いて検討する．

課題解決の方針として以下の 2点を設定した．

• 実世界でのコンサマトリ・コミュニケーションの
手順をメールにより実現する．

• 利用者側の処理は簡易にする．
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図 5 コンサマトリ・コミュニケーションの手順例
Fig. 5 Sample consummatory communication process.

3.1 コミュニケーションの実行手順

グループでのコンサマトリ・コミュニケーションに

おいて，利用者が行う処理は以下のように分類される．

召集： メンバの 1 人が他のメンバにコミュニケー

ションの開始を通知する．この通知はグループの

メンバ全員に送信される．

　ここで，明示的な通知による召集処理が行われ

ない場合もある．たとえば，なんとなく人が集まっ

て会話が開始されるような場合，参加者は人が集

まっているという状態を観て自分もその場に近付

く．この場合，人が集合した状態が暗黙の召集と

なっている．

参加または拒絶： コミュニケーションの開始を通知

されたメンバが，参加または不参加の意思を表明

する．この意思表明は，参加集団に対して送信さ

れる．

　これも，召集同様必ずしも明示的に行われると

は限らない．たとえば，会話の場に近付くことに

より参加を表明したり，召集を無視することによ

り拒絶を表明したりすることがある．

交信： コミュニケーションの参加者間でメッセージ

を送受信する．このメッセージは明示的に参加者

集団に対して送信される．

終了： メンバによりコミュニケーションの終了を宣

言する．ここでも，明示的な宣言が行われるとは

限らず，交信がなくなることにより，暗黙のうち

にコミュニケーションが終了する場合もある．

図 5に具体例として，友人グループでの雑談の場合

における各処理の対応について示す．

( 1 ) 召集： グループのメンバ同士が同じ場所にい

る状態において，グループの 1人が発話したり，

他のメンバである友人に呼び掛けを行うことに

図 6 コンサマトリ・コミュニケーションの状態遷移
Fig. 6 State transition of consummatory communication.

より，会話を開始する．

( 2 ) 参加/拒絶： 呼び掛けに対して，その会話に興

味があり参加する意思のあるメンバは，自分も

相手に応じて発話し，会話に参加する．あるい

は，自分で発話をしなくても，会話が行われて

いる場に近付いて会話を聞くことにより参加す

る．逆に，会話に参加する意思のない者は，会話

内容に反応しなかったり，会話の場から離れる．

( 3 ) 交信： 参加意思を表明した者の間でだけ会話

が行われる．

( 4 ) 終了： 話題の終了や時間の経過などの理由に

より終了する．

3.2 グループの状態遷移についての分析

前節で述べたように，コンサマトリ・コミュニケー

ションでは，人々の間でコミュニケーション内容とは

異なるメタレベルの情報が送信される．さらに，送信

範囲には以下の 2種類の人の集合が存在し，処理の種

類により，選択される：

• 召集の対象となる集合
• コミュニケーションの参加者集合
前者は前節の例における友人グループのように固定的

なものであり，後者はその中で雑談に参加した人のよ

うに毎回のコミュニケーションにおいて流動的なもの

である．後者の集合は，コミュニケーションが行われて

いる状態においてのみ存在する．そこで，あるグルー

プにおける状態をコンサマトリ・コミュニケーション

の有無により，活性状態と待機状態に二分する．ここ

で，実行されるコミュニケーションのことをセッショ

ンと呼び，前者の集合をグループメンバ，後者の集合

をセッションメンバと呼ぶ．待機状態においては，セッ

ションメンバは空である．グループでのコンサマトリ・

コミュニケーションでは図 6 に示す状態遷移が行わ

れる．

従来のメーリングリストでは，前節で述べた実行手

順における交信処理のみを行うため，ここでいう活
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図 7 セッション召集方式での処理例
Fig. 7 Sample of process using session-call method.

性状態しか存在しない．これらの手順の各段階を会話

の参加者それぞれが意識し，メールを送信する都度，

メールの送信先を変えることにより，従来のメールシ

ステムだけでコンサマトリ・コミュニケーションを実

現することも可能ではあるが，利用者の処理が非常に

繁雑となり実用的ではない．

3.3 セッション召集方式

前節での分析に基づき，メーリングリストによるコ

ンサマトリ・コミュニケーションの実現方式としてセッ

ション召集方式を考案した．本方式では，メーリング

リストサーバがグループの状態管理を行い，メール受

信時にどの処理を行うかを，その発信者およびグルー

プの状態により判断する．また，セッションの終了は，

サーバが自律的に判定し実行する．

メーリングリストのメンバは，実世界のコンサマト

リ・コミュニケーションと同様に，セッションの召集，

参加などの各処理をサーバが提供するグループのメー

ルアドレスへのメール送信により行う．サーバはセッ

ション召集のメールはグループメンバに送信するが，

セッション内での交信のメールはセッションメンバに

のみ送信する．

本方式において，利用者が図 3に示した例と同様の

コミュニケーションを行った場合の経過を図 7に示す．

会話を行う 3名は，従来のメーリングリスト利用時と

同様に，メール送信の処理だけでコミュニケーション

を実現し，かつ，会話に参加しない者には，サーバか

らの召集以外のメールは送信されない．

3.4 サーバの設計

前節で考案した方式に基づきメーリングリストサー

バを設計した．本方式のサーバは，1つのグループに

つき，グループメンバとセッションメンバの 2 つの

リスト，および，実行中のセッションにおいて最後に

図 8 サーバの処理判別のフローチャート
Fig. 8 Flowchart of server process distinction.

図 9 召集処理
Fig. 9 Calling process.

メールが送信された時刻を管理する．

以下では，サーバの動作について詳細に述べる．

3.4.1 メール受信時の処理

サーバは利用者からメールを受信すると，図 8に示

す手順で処理の判別を行う．

まず，サーバはグループの状態を調べる．具体的に

は，セッションメンバリストが空ならば待機状態，空

でなければ活性状態であると判定する．グループが

待機状態であれば，そのメールはセッションの開始を

要求していると判断し，セッション召集処理を実行す

る．グループが活性状態である場合，メールの差出人

がセッションメンバであるか否かを調べる．差出人が

セッションメンバでない場合は，その差出人は参加を

希望していると判断し，セッション参加処理を実行す

る．すでに差出人がセッションメンバである場合は，

そのメールはセッションにおける発言であると判断し，

交信処理を実行する．

各処理は以下のように行われる．

セッション召集処理（図 9）： メール差出人をセッ

ションメンバリストに追加し，グループを活性状

態へ移行する．グループメンバ全員に対して，セッ
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図 10 参加処理
Fig. 10 Joining process.

図 11 交信処理
Fig. 11 Communication process.

ション開始を通知するセッション召集メールを送

信する．このメールには開催者からのメールの内

容を添付する．

セッション参加処理（図 10）： メール差出人を

セッションメンバリストに追加し，セッションメ

ンバ全員に対して，メール差出人の参加を通知す

る．これにより，以降，セッション内で送信され

るメールが差出人にも届くようになる．

交信処理（図 11）： 従来のメーリングリストと同

様，受信したメールをセッションメンバ全員に配

送する．

3.4.2 セッション終了処理

サーバは活性状態のグループを監視し，一定時間以

上，セッション内でのメールの送信が行われなければ，

コミュニケーションが終了したと判断し，以下のセッ

ション終了処理を行う（図 12）．これにより，利用者

は同じグループ内で何度でもセッションを実行するこ

とが可能となる．

( 1 ) セッションメンバ全員にセッションの終了を通

知するメールを送信する．

( 2 ) セッションメンバリストを空にする．

なお，セッション終了の通知を送信する範囲として

は，セッションメンバ全員ではなく，グループメンバ

全員とする方法も考えられる．この方法では，セッショ

ンの不参加者が受信するメール数が 2通になってしま

うが，不参加者もセッションの終了をただちに知るこ

とができるというメリットがある．

図 12 終了処理
Fig. 12 Termination process.

3.5 利用者側の動作

利用者側から見た場合，本サーバによるコンサマト

リ・コミュニケーションの各処理は以下のように実行

される．

召集： コミュニケーションを行いたい者が，メーリ

ングリスト宛にメールを送信する．

参加または拒絶： セッションに参加する意思がある

場合は，メーリングリスト宛にメールを返信し，

参加する意思がない場合は何も行わない．

交信： 召集または参加の処理後，メーリングリスト

宛にメールを送信する．

終了： コミュニケーションが終了するとメール送信

を行わなくなる．サーバからの終了通知のメール

を受け取ることで，終了を知る．

このように，利用者はメーリングリストアドレス宛

へのメール送信を行うだけでコンサマトリ・コミュニ

ケーションを実行できる．また，セッションに参加し

ないメンバには，セッションで送受信されるメールの

数にかかわらず，最初のセッション召集メール 1通し

か送信されないため，不要メール配送の問題が解決さ

れる．

3.1節の実世界でのコンサマトリ・コミュニケーショ

ンと比較すると，実世界では，召集や参加を暗黙に実

行できるのに対し，メーリングリストではメンバ同士

が物理的に離れているため，これらの処理をメンバが

メール送信により明示的に実行する必要がある点が異

なる．

4. プロトタイプの実装および実験

前章で述べたセッション召集方式を用いたメーリン

グリストシステムのプロトタイプを Linuxシステム

上に Perl515)で実装し，利用実験を行った．プロトタ

イプは，グループ管理を行う部分と，グループ内での

セッション管理を行う部分から成り，グループのデー

タをファイルシステム上で管理する．プロトタイプの

構成を図 13 に示す．
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図 13 プロトタイプの構成
Fig. 13 Prototype structure.

4.1 グループ管理部

グループ管理部は，実際にグループ管理の処理を行

う部分と，処理部分へのWebを介したユーザインタ

フェースをグループ管理者に提供する部分から構成さ

れる．

グループ管理処理部： グループの作成/削除，グル

ープメンバの変更，グループの継続時間などの各

種属性の変更処理を行う．変更可能な属性として，

セッション終了通知の送信先があり，グループ管

理者がセッションメンバとグループメンバのどち

らに送信するかを指定可能である．

Webユーザインタフェース提供部： プロトタイプ

ではグループ管理機能を Web 経由で提供する．

携帯端末でのアクセスを想定し，小画面向けのイ

ンタフェースを採用した．グループ管理者に提供

される管理用ページの画面例を図 14，図 15 に

示す．

4.2 セッション管理部

セッション管理部は，以下から構成される．

受信メール処理部： メールサーバからグループ宛の

メールの入力を受け，対応する処理を行う．プロ

トタイプでは，セッション召集方式の基本処理に

加えて，コマンドメールの解析機能を有する．セッ

ションの参加者は，本文の 1 行目に “bye”と記

したメールを送信することにより，参加中のセッ

ションからの離脱が可能である．また，セッショ

ンの開催者は，本文の 1行目に “close”と記した

メールを送信することにより，開催中のセッショ

ンの終了が可能である．

セッション終了管理部： サーバに常駐し，実行中の

セッションを監視し，一定時間以上メールの送受

信が行われたなかった場合，そのセッションに対

して終了処理を行う．この時間は利用者がグルー

プ管理部により設定可能である．

4.3 利 用 実 験

実装したプロトタイプを用いて利用実験を行った．

図 14 メインメニュー
Fig. 14 Sample main menu.

図 15 属性変更メニュー
Fig. 15 Sample attribute-set menu.

表 1 利用実験結果
Table 1 Experimental results.

参加者/不参加者 1/3 2/2 3/1 4/0

開催回数 44 75 23 5

平均メール数 1.0 7.1 18.2 20.2

実験では，4名によるグループを作成しシステムの利

用目的を雑談などのコンサマトリなものに限り，90日

間継続的に利用した結果を分析した．

実験期間中，このグループでは合計 147回のセッショ

ンが開催された．セッションの参加者数およびセッショ

ンにおいて送信されたメール数の分布を表 1 に示す．

参加者数が 1名のセッションとは，あるメンバの呼び

掛けに対して，誰も応じず，実際のコミュニケーショ

ンが行われずに終了したセッションである．

従来のメーリングリストでは，参加者が 2および 3

名の場合のセッションにおけるメール（平均 7.1およ

び 18.2通）がすべて不参加者にも送信されていたの

に対し，本システムではどちらの場合にも不参加者に

送信されるメールは 1 または 2 通のみであり，不要

メールの受信量が大幅に削減されたことが確認できた．

グループの人数が増え，1セッションでのメール送信

量がさらに増加した場合でも，不参加者へ送信される

メール量は増加しない．したがって，実験結果より，

本方式は参加希望者のみで行うコンサマトリ・コミュ
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ニケーションの実現に有効であるといえる．

5. お わ り に

本論文では，電子メール機能を有する携帯電話端末

での利用を想定し，参加希望者のみで行うコンサマト

リ・コミュニケーションを実現するセッション召集方

式を考案し，それに基づくメーリングリストサーバを

試作し，利用実験を行った．本方式は，メーリングリ

ストサーバが，利用者の参加状態を利用者からのメー

ル受信により変動させ，メールの配送先をその参加状

態に応じて決定することと，コミュニケーションの終

了を自動判断して実行することを特徴とする．本サー

バと電子メール機能を有する携帯電話端末により，場

所や時間にかかわらず，参加を希望する者の間だけで

実行されるコンサマトリ・コミュニケーション，とい

う新たな形態のコミュニケーションが実現される．

今後は，多数の利用者による長期間にわたる実験を

実施し，その結果に基づいて有効性をより詳細に検証

するとともに，利用者の利便性向上のための機能拡張

を行っていく予定である．
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